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井戸

棚
底
地
区
振
興
会
で
は
、
４
月
２

４
日(

日
）
棚
底
一
帯
を
散
策
す
る
「
棚

底
史
跡
め
ぐ
り
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
人
数
や
居
住

地
を
制
限
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
小
雨

の
中
、
１
２
７
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

国
指
定
史
跡
棚
底
城
跡
な
ど
棚
底

に
点
在
す
る
文
化
財
や
希
少
植
物
ア

イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ
、
石
垣
に
囲
ま
れ

た
風
情
豊
か
な
景
観
を
堪
能
し
な
が

ら
、
参
加
者
の
健
康
づ
く
り
や
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
振
興
会
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

コ
ー
ス
は
、
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
く
「
史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
」
と
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
く

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、
史

跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
、
諏
訪
神
社
や
江

岸
寺
、
六
部
塔
な
ど
を
散
策
し
な
が

ら
天
草
市
文
化
財
保
護
審
議
員
の
歳

川
さ
ん
が
案
内
さ
れ
た
。
ま
た
、
棚
底

城
跡
は
、
雨
で
滑
り
や
す
く
な
っ
て

い
た
の
で
登
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
「
八
代
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る

棚
底
城
を
巡
っ
て
の
栖
本
氏
と
上
津

浦
氏
の
争
い
な
ど
今
で
は
想
像
も
つ

か
な
い
棚
底
城
の
歴
史
を
宮
崎
学
芸

員
が
解
説
、
参
加
者
ら
は
、
真
剣
な
眼

差
し
で
聞
い
て
い
た
。

一
方
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、

棚
底
の
集
落
や
不
知
火
海
に
浮
か
ぶ

島
々
を
眺
め
、
景
色
の
素
晴
ら
し
さ

に
感
動
。
上
揚
に
自
生
す
る
ア
イ
ラ

ト
ビ
カ
ズ
ラ
で
は
、
ブ
ド
ウ
状
に
咲

い
た
独
特
な
花
を
珍
し
そ
う
に
見
学

さ
れ
て
い
た
。

雨
に
も
拘
わ
ら
ず
準
備
か
ら
運
営

迄
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

６
０
歳
以
上
が
７
割
超
え
る

高校生以下 50未満 50代 60代 70代以上 合　計

史跡めぐり 1 3 4 7 9

ウォーキング 4 2 5 5 6

史跡めぐり 1 5 7 19 23

ウォーキング 7 5 2 22 22

キャンセル 3 4 2 9 14

史跡めぐり 2 8 11 26 32

ウォーキング 11 7 7 27 28
計

79
159

80

小　計

男
24

46
22

女
55

113
58

32

2022棚底史跡めぐり＆ウォーキング参加者年齢別内訳 （Ｒ4．4．24）

史
跡
め
ぐ
り
＆

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ウォーキング＝振興会花壇付近史跡めぐり＝諏訪神社境内

宮崎学芸員の解説を聞く参加者ら＝城郭への登り口



令和４年６月号

４月末

929（-3）

３月末

479 1,042（+2）

932

479（0） 1,040

棚底地区振興会　　会報№１９８（４、６、１）

４月末 ３月末

619（-4)

高齢化率
５１.００％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 275（-1）276 623

447（-1）

1,201（-2）

宮　田 448

2,595 2,590（-5）合　計 1,203

今月の石垣散策トイレ掃除当番
健康福祉部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

６月 ４日（土）国道２６６号線開通式

６月 ５日（日）一日一汗運動

６月１２日（日）棚底諏訪神社夏祭り

６月１２日、２６日（日）公民館倉岳学講座

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

『
天
草
、
こ
の
お
城

が
お
も
し
ろ
い
！
』

が
お
手
元
に

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
「
史
跡
棚

底
城
跡
国
指
定
１
０
周
年
記
念

誌

天
草
、
こ
の
お
城
が
お
も
し

ろ
い
！
」
は
届
き
ま
し
た
か
？

令
和
元
年
に
棚
底
城
跡
が
国

指
定
さ
れ
て
か
ら
１
０
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
そ
の
記
録
も
兼
ね
て
バ
イ
ブ

ル
の
よ
う
な
本
を
制
作
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
城
跡
に
詳
し
く
な
い

方
向
け
に
基
礎
的
な
知
識
も
収

録
し
て
い
ま
す
。

雨
が
続
い
て
外
出
で
き
な
い

日
に
は
ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

【
棚
底
地
区
に
は
全
戸
配
布
し
て

い
ま
す
】

振
興
会
で
は
、
国
指
定
史
跡
棚
底
城

跡
の
保
存
・
活
用
・
整
備
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
定
期
的
な

巡
視
及
び
除
草
業
務
の
実
施
に
よ
り
、

適
正
な
管
理
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目

的
に
①
定
期
的
な
見
回
り
及
び
異
常

時
の
見
回
り(

月
１
回
以
上
）
②
除
草
作

業(

年
６
回
以
上
）
を
天
草
市
文
化
課
と

受
託
契
約
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

５
月
８
日(

日
）
午
前
７
時
か
ら
今
年

度
第
１
回
目
の
草
刈
作
業
を
実
施
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
を
含
む
部
会
員
ら

５
５
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
役
員
交
代
後
初
め
て
の
草

刈
作
業
に
も
拘
わ
ら
ず
、
機
材
持
参
の

部
会
員
が
多
く
、
作
業
は
予
想
以
上
に

捗
っ
た
。
中
で
も
、
城
郭
登
り
口
か
ら

Ⅴ
郭
に
か
け
て
は
、
斜
面
が
多
く
難
し

い
作
業
だ
っ
た
が
、
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
仕
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
早
朝
よ
り
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
大
変
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

棚
底
城
跡
な
ど
の
環

境
美
化
作
業
に
汗
を

流
す
！

振興会花壇の除草作業に取り組む部会員ら

Ⅶ郭下の作業、今回広くなった箇所

作業前の会長あいさつ


